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問 9．【災害時に自分を守るための取組み】災害時に自分や家族の命を自ら守るために、現在、

どのような取組みを行っていますか？（あてはまるものを全て選択） 

【新潟市】 

24.1%

36.5%

21.7%

11.5%

9.6%

10.8%

5.7%

1.2%

2.0%

37.9%

1.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

食糧や飲料水を準備している

近くの学校や公園等、避難する場所を
決めている

家族との連絡方法等を決めている

家具や冷蔵庫等を固定し、転倒を
防止している

防災訓練に積極的に参加している

自分の家の耐震性を高くしている

大雨等の場合に、家が水に浸から
ないように対策している

危険性の高い地域から、安全な地域に
移転した（移転の予定や検討中を含む）

その他

特に取組みは行っていない

無回答

【３市合計】 

50.7%

46.3%

27.2%

31.1%

18.8%

17.0%

4.9%

2.2%

2.1%

19.2%

0.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

食糧や飲料水を準備している

近くの学校や公園等、避難する場所を
決めている

家族との連絡方法等を決めている

家具や冷蔵庫等を固定し、転倒を
防止している

防災訓練に積極的に参加している

自分の家の耐震性を高くしている

大雨等の場合に、家が水に
浸からないように対策している

危険性の高い地域から、安全な地域に
移転した

その他

特に取組みは行っていない

無回答

N＝1763問３　災害時に自分を守るための取組み

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「特に取組みは行っていない」

と す る 回 答 が 最 も 多 い

（37.9%）。 
・取組みとしては、「近くの学校

や公園等、避難する場所を決

定している」が最も多く

（36.5%）、次いで「食料や飲

料水を準備している」となっ

ている（24.1%）。 

・「食料や飲料水を準備してい

る」とする回答が最も多く、

過半数を占めている（50.7%）。 
・「特に取組みは行っていない」と

する回答は新潟市に比較して低

い（19.2%）。 
 
 

＜アンケート結果に対する考察＞ 

・新潟市は、３市に比較して、「特に取組みを行っていない」とする回答が多く、今後の市民

意識の啓発や、防災に対する具体的な取組みの推進などの対応が急務と考えられる。 
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問 10．【イベントへの参加】あなたは、今までに町内会、自治会等で行われた安全安心なまち

づくりに関するイベント（防災訓練等）に参加したことはありますか？ 

（ひとつだけ選択）

【新潟市】 

地域イベントへの参加

無回答
 3.4%

ない,
77.4%

ある
 19.2%

 

【３市合計】 

ある
 44.6%

ない
 52.9%

無回答
 2.5%

問８　イベントへの参加 N＝1763

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・参加したことがあるとする回答

は 19.2%である。 
・参加したことがないとする回

答は 77.4%である。 

・参加したことがあるとする回答

は 44.6%である。 
・参加したことがないとする回

答は 52.9%である。 
 

＜アンケート結果に対する考察＞ 

・新潟市民は、町内会・自治会等で行う防災訓練等の地域イベントに参加したことがないとす

る回答が多い。非常時に向けた平常時の備えが重要であることから、今後、より参加しやす

くなるような環境整備や工夫等が重要となる。 
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問 11．【マップのわかりやすさ】以下の災害のハザードマップを見て、自分の地域が危険かどうか

わかりやすいと思いますか？あてはまる箇所に○をつけてください。 

新潟市 仙台市 

5.6%

6.5%

17.5%

10.6%

4.2%

4.1%

8.0%

6.2%

63.2%

62.9%

56.1%

62.3%

27.0%

26.5%

18.5%

20.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土砂

津波

洪水

地震

わかりやすい わかりにくい 見たことがない 無回答
 

15.1

5.9

2.9

4.0

3.4

6.7

3.6

2.3

2.5

3.1

70.6

71.5

73.3

72.6

73.9

7.6

18.9

21.4

20.9

19.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地震

洪水

高潮

津波

土砂

わかりやすい わかりにくい 見たことがない 無回答

問４　マップのわかりやすさ N＝555

約 6 割が見たことがない 約 7 割が見たことがない 

浜松市 四日市市 

22.5

19.5

10.7

12.9

10.9

9.0

7.5

5.9

6.0

6.2

55.7

55.4

60.6

59.4

61.1

12.9

17.6

22.8

21.7

21.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地震

洪水

高潮

津波

土砂

わかりやすい わかりにくい 見たことがない 無回答

問４　マップのわかりやすさ N＝614

23.9

20.5

16.3

11.1

8.2

6.4

54.5

54.0

56.9

10.4

17.2

20.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地震

洪水

津波

わかりやすい わかりにくい 見たことがない 無回答

問４　マップのわかりやすさ N＝594

約 6 割が見たことがない 約 5 割強が見たことがない 

※ハザードマップの作成状況が３市で異なることから、３市の合計ではなく、別々に整理した 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜アンケート結果に対する考察＞ 

・４市とも、「見たことがない」とする回答が最も多く、６割前後を占めている。 
・「見たことがある」と回答した市民のうち、「わかりにくい」とする回答が 30%～50%程度あり、

今後は、認知度を向上するとともによりわかりやすい情報として提供する工夫が課題である。

・新潟市では、洪水のハザードマップの認知率が、他の種別に比較して高い結果となっている。こ

れは、公表方法が、紙媒体を全戸配布していることが要因となっていると考えられる（その他は

インターネット上で公表している）。 


